
<研究の概要>

• 若年層から高年層まで、日々改新を続ける地域方言と、就
労を目的とした外国人が、地域で生活するための日本語
教育を「地域の日本語」として包括し、研究テーマとしてい
ます。

• 地域方言については、徳島県内をはじめ、四国、九州の高
校、自治体などと連携して、地域の言語変容と、そこに生
活する個人の言語変化、第一言語（方言）習得の様相を明
らかにすべく研究しています。成果の一部は，徳島新聞社
ホームページの「阿波弁今昔」にて公開しています。

• 先の東日本大震災、熊本地震の教訓をふまえ、有事の際、
医療・ボランティア活動などで被災地を訪れる人々と、地域
住民とのコミュニケーションに支障がないように、支援者向
け方言パンフレット（下図）を作成するなど、応用日本語学
の観点からも研究を進めています。

• 日本語教育については、第二言語習得の観点から、外国
人が地域に暮らすために必要な地域方言の様相を明らか
にし、その普及のための実践活動を進めています。
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